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令和２年　　第４回定例会の結果
会期２７日間　１１月２７日～１２月２３日

今回の議案
条例の改正及び廃止・・・・・・・・・・・・・・・９件 規約の変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１件
補正予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２件 指定管理者の指定・・・・・・・・・・・・・・・・・３件
人事案件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２件 意見書(議員提案)・・・・・・・・・・・・・・・・・・１件
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全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

今号では、色の付いている議案を
ピックアップし具体的に

どう変わるのかを（P.6～P.7）に
掲載しております。
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厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
の
活
用
や
、
新
た

な
用
途
で
の
活
用
、
土
地
の
売
却
に
よ
る
財
源
の
確
保
等
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
議
案
は
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
伴
い
、
条
例
の
改
正
等
が
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

可決

Pickup

公
共
施
設
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
健
康
ド
ー
ム
の
入
浴
施
設
の
年
間

の
維
持
管
理
費
と
修
繕
に
要
す
る

費
用
は
。

Ａ　
年
間
の
維
持
管
理
費
は
約
2,
7
0
0

万
円
で
あ
り
、今
後
２
、３
年
で
約

2,
0
0
0
万
円
の
修
繕
費
が
必
要
。

Ｑ　
入
浴
施
設
の
閉
鎖
後
の
活
用
方
法

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
運
動
、
栄
養
、
休
養
を
啓
発
す
る

健
康
ド
ー
ム
と
し
て
、
市
民
の
心

の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
活

用
方
法
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

ふ
れ
あ
い
施
設
や
鹿
田
南
保
育
園

の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
計
画
か
。

Ａ　
市
所
有
地
に
つ
い
て
は
、
他
用
途
で

の
活
用
か
売
却
を
検
討
し
て
い
る
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
換
気
装
置
の
設
置
補
助
、障
害
者
福
祉
事
業
所

に
消
毒
液
の
購
入
費
を
補
助
し
、接
触
機
会
削
減
の
た
め
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
ア
プ
リ
で
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

可決

Pickup

補
正
予
算
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
進
め
ま
す
。

防
災
・
減
災
、国
土
強
靭
化
対
策
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
、議

員
提
案
に
よ
り
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
、後
日
、閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

可決

Pickup

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

Ｑ　
決
済
ア
プ
リ
に
よ
り
納
税
す
る
場

合
、
手
数
料
は
い
く
ら
か
か
る
の

か
。

Ａ　
納
税
者
の
負
担
は
な
い
。（※

通
信

費
は
必
要
）

Ｑ　

納
税
額
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貰

え
る
の
か
。

Ａ　

各
事
業
者
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な

る
た
め
各
社
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
確
認

し
て
ほ
し
い
。
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一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
般
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
議
員
9
人

質
問
17
項
目

昭
和
日
常
博
物
館
が
日
本
博
物
館
協
会

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
超
高
齢
社
会
の

健
康
支
援
が
益
々
求
め
ら
れ
る
今
、
そ
こ

に
普
遍
的
な
新
た
な
博
物
館
の
扉
を
切
り

開
い
た
方
向
性
を
示
し
、
本
市
に
明
る
い

輝
か
し
い
誇
り
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。

北
名
古
屋
市
が
日
本
の
多
く
の
自
治
体

や
地
域
に
介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
、
認

知
症
ケ
ア
と
し
て
定
着
し
た
回
想
法
と
い

う
手
法
の
先
陣
を
切
ら
れ
た
こ
と
、
及
び

新
た
に
創
設
さ
れ
た
日
本
博
物
館
協
会
賞

の
受
賞
を
踏
ま
え
、
そ
の
成
果
の
過
程
と

今
後
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

回
想
法
は
、
本
市
の
資
源
（
昭
和
日
常

博
物
館
、
旧
加
藤
家
住
宅
、
も
え
の
丘
）

と
課
題
（
医
療
費
、
介
護
保
険
料
の
負

担
）
を
連
結
す
る
こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
や
価
値
を
つ
く
り
出
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
回
想
法
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
始
ま
り
、
博
物
館
に
新
た

な
価
値
を
見
出
し
、
専
門
性
と
持
続
性
の

あ
る
取
組
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
受
容
も
、
生
活
様
式
の
変
化
を

「
温
故
知
新
」
と
し
て
歴
史
に
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
昭
和
日
常
博
物
館
で
あ
る
か
ら

こ
そ
可
能
で
あ
る
。
地
域
文
化
を
人
か
ら

人
へ
と
受
け
継
ぐ
博
物
館
の
役
割
と
と
も

に
、
時
代
の
変
化
に
即
し
た
社
会
的
役
割

を
担
っ
て
い
き
た
い
。

神
田　
薫
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

日
本
博
物
館
協
会
賞
の
受
賞
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
関
わ
り

市
長

教育

昭和日常博物館(東図書館)
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市
政
ク
ラ
ブ
は
10
月
に
「
財
政
健
全
化

の
施
策
要
望
書
」
を
市
長
に
提
出
し
た
。

①　

市
税
収
入
の
見
込
み
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
の
見
通
し
は
。

②　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
確
保
に
つ
い

て
、
令
和
2
年
3
月
定
例
会
で
5
．
5
億

円
を
確
保
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
現
在

の
取
組
と
次
年
度
の
財
政
調
整
基
金
残
高

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

③　

財
政
不
足
の
状
況
は
。
ま
た
、
令
和

3
年
度
予
算
編
成
に
向
け
、
い
か
に
し
て

予
算
圧
縮
を
図
ら
れ
て
い
る
か
。

①　

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
個
人
市

民
税
は
△
7
％
程
度
、
法
人
市
民
税
は
△

5
％
以
上
の
大
幅
な
減
収
を
見
込
む
。

②　

毎
月
各
課
へ
予
算
の
執
行
状
況
を
通

知
し
、
適
切
な
予
算
管
理
を
促
し
て
、
執

行
残
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。次
年
度
は
、

事
業
を
大
幅
に
見
直
し
、
5
．
5
億
円
を

下
回
ら
な
い
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

③　

各
種
事
業
の
大
幅
な
見
直
し
に
向

け
、
優
先
度
・
重
要
度
を
精
査
し
、
事
業

の
廃
止
・
休
止
・
縮
小
な
ど
、
現
在
、
調

整
を
行
っ
て
い
る
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
業
務
B
C
P

の
明
示
に
つ
い
て

■
分
散
勤
務
、
在
宅
勤
務
の
実
施
の
検
証

と
課
題
に
つ
い
て

■
万
一
に
備
え
た
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
に
つ
い
て

■
政
策
判
断
に
よ
る
事
業
削
減
を
早
急
に

行
う
こ
と
に
つ
い
て

桂
川　
将
典
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
の
令
和
３
年
度
予
算
編
成
へ
の
影
響
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

財
務
部
次
長

財務

子
ど
も
の
目
の
機
能
は
６
歳
ま
で
に
ほ
ぼ

完
成
す
る
。
３
歳
児
健
診
に
お
け
る
視
力
検

査
は
、
見
る
力
が
発
達
す
る
こ
の
時
期
に
、

視
覚
異
常
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な

が
る
重
要
な
節
目
と
な
る
。
現
在
は
ラ
ン
ド

ル
ト
環
を
用
い
て
保
護
者
が
子
ど
も
の
視
力

を
検
査
し
て
い
る
。

①　
３
歳
児
健
診
に
お
い
て
弱
視
の
見
逃
し

は
お
き
て
い
な
い
か
。ま
た
、転
居
を
理
由
に

検
査
を
受
け
な
い
子
ど
も
へ
の
配
慮
は
。

②　
保
護
者
へ
の
屈
折
異
常
検
査
の
重
要
性

の
周
知
、啓
発
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

③　
手
持
ち
自
動
判
定
機
能
付
フ
ォ
ト
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
装
置
は
、操
作
が
簡
単
で
短
時
間

で
検
査
が
完
了
す
る
た
め
、子
ど
も
や
保
護

者
だ
け
で
な
く
保
健
師
の
負
担
軽
減
に
も
な

る
。導
入
の
考
え
は
。

①　
弱
視
等
の
見
逃
し
が
お
き
な
い
よ
う
、

視
力
検
査
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

３
か
月
以
内
を
目
安
に
再
確
認
し
て
い
る
。

転
居
さ
れ
る
方
に
は
、転
居
先
で
受
け
る
よ

う
説
明
し
て
い
る
。

②　
今
後
、検
査
の
意
義
や
検
査
方
法
に
つ

い
て
動
画
を
作
成
し
、さ
ら
な
る
啓
発
を
考

え
て
い
る
。

③　
非
常
に
高
価
な
機
器
で
あ
り
、財
政
状

況
を
考
慮
し
つ
つ
、検
査
体
制
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

■
市
内
に
分
娩
を
主
と
し
た
病
院
の
整
備
及

び
誘
致
を

間
宮　
文
枝
（
公
明
党
）

３
歳
児
健
診
に
お
け
る
弱
視
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

市
民
健
康
部
次
長

市民健康

ランドルト環
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福祉

渡
邉
　
麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

９
億
円
の
基
金
活
用
で
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
て
20
年
。

市
民
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
高
齢
者
と
家
族
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
っ
た
制
度
へ
と
改
善
を
行
う
べ

き
。

①　

低
所
得
者
へ
の
市
独
自
の
軽
減
拡
大
、

利
用
料
減
免
な
ど
負
担
軽
減
の
考
え
は
。

②　

令
和
元
年
度
決
算
で
基
金
残
高
は
9

億
4
9
3
万
円
あ
る
が
、
事
業
計
画
期
間

ご
と
に
基
金
残
高
の
適
正
額
を
見
直
し
、

保
険
給
付
費
な
ど
サ
ー
ビ
ス
需
要
を
見
極

め
、
基
金
を
活
用
し
た
保
険
料
負
担
の
軽

減
を
図
る
べ
き
で
は
。

③　

国
に
対
し
国
庫
負
担
金
の
引
き
上
げ

を
要
望
し
て
い
く
考
え
は
。

④　

第
6
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
介
護
保
険
給
付
費
の
伸
び

は
ど
の
よ
う
に
見
込
ま
れ
る
か
。

①　

国
の
制
度
（
保
険
料
、
負
担
割
合
、

限
度
額
認
定
）
で
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
軽
減
制
度
は

考
え
て
い
な
い
。

②　

次
期
事
業
計
画
（
令
和
3
〜
5
年

度
）
の
試
算
で
は
、
後
期
高
齢
者
の
増
加

に
よ
り
保
険
料
基
準
月
額
は
増
額
と
な
る

見
込
み
だ
が
、
基
金
を
3
年
間
で
3
億

4,
0
0
0
万
円
程
度
保
険
料
へ
繰
り
入

れ
、
月
額
4,
8
6
5
円
（
前
期
比
＋

2
1
5
円
）
に
抑
え
る
。

③　

国
へ
の
要
望
は
考
え
て
い
な
い
。

④　

現
在
約
4
・
2
％
で
試
算
し
て
い
る

が
、
第
6
特
養
及
び
、
済
衆
館
病
院
の
介

護
医
療
院
の
開
設
を
踏
ま
え
精
査
し
て
い

く
。

■
育
休
退
園
を
見
直
し
て
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
に

福
祉
部
次
長

福祉

熊
澤
　
真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

認
知
症
施
策
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

認
知
症
の
高
齢
者
は
2
0
2
5
年
に
は

約
7
0
0
万
人
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
5
分
の
1

に
相
当
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
を
地
域
・
行
政
が
ど
の

よ
う
に
支
え
て
い
く
か
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

①　

認
知
症
施
策
全
般
の
現
状
と
対
応

は
。

②　

認
知
症
の
方
の
家
族
へ
の
支
援
や
取

組
は
。

③　

認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
の
対
策
及
び
対

応
は
。

④　

今
後
増
加
す
る
認
知
症
の
高
齢
者
に

対
応
す
る
介
護
職
員
数
の
確
保
等
の
対
策

は
。

⑤　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
身

近
な
相
談
場
所
に
お
け
る
今
後
の
体
制

は
。

①　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
講

演
会
に
よ
る
啓
発
と
と
も
に
、
回
想
法
、

体
操
教
室
な
ど
を
実
施
し
、
予
防
活
動
を

推
進
し
て
い
る
。

②　

介
護
者
家
族
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
情

報
交
換
等
を
目
的
と
し
た
取
組
や
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
適
切
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

③　

地
域
住
民
や
民
間
企
業
と
の
協
定
に

よ
る
見
守
り
活
動
等
に
よ
っ
て
、
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
方
の
早
期
把
握
、
早
期
支
援

に
つ
な
げ
る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。

④　

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て
い
る
人
材

確
保
の
た
め
の
対
策
に
協
力
を
し
て
い
く
。

⑤　

今
後
増
加
す
る
認
知
症
高
齢
者
を
支

え
る
た
め
に
は
、
身
近
な
場
所
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
を
主
軸

と
し
て
相
談
・
支
援
と
と
も
に
、
住
民
と

一
緒
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

福
祉
部
次
長
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インクカートリッジ回収BOX(東庁舎)

総務

齊
藤
裕
美
（
公
明
党
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

昨
年
５
月
に
、
地
方
公
共
団
体
を
対
象

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
が
無
償
化

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
導
入
す
る
自
治
体

が
拡
大
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
国
内
で

の
利
用
者
数
は
、
約
８,
４
０
０
万
人
で

あ
り
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
手
段
と
し

て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

防
災
行
政
無
線
や
、
広
報
車
に
よ
る
啓

発
は
、
窓
を
閉
め
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

音
声
が
届
き
に
く
い
場
合
が
あ
り
、
コ
ロ

ナ
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
災
害
時
の

避
難
所
情
報
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
に

登
録
が
必
要
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
わ
か

り
に
く
い
と
の
声
も
あ
る
。
利
用
者
が
多

い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
市
役

所
や
市
内
の
事
業
所
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で

周
知
し
て
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
検

索
し
な
け
れ
ば
入
手
で
き
な
か
っ
た
行
政

情
報
の
発
信
が
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
新

た
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
情
報
発
信
を
行
う
準
備
を
進
め
て

お
り
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
市
へ

転
入
さ
れ
た
際
に
配
付
す
る
文
書
な
ど
で

周
知
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
災
害
情
報
を
は
じ
め
と
し
た

行
政
情
報
を
集
約
し
て
、
情
報
発
信
で
き

る
環
境
を
整
え
た
上
で
、
市
民
と
行
政
の

双
方
向
の
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
く
。

人
事
秘
書
課
秘
書
室
長

防災環境

川
渕
　
康
宏
（
日
本
共
産
党
）

本
市
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
組
に
つ
い
て

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に
よ
る
地
球
温

暖
化
と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
対
し
国
際

的
な
取
組
が
強
化
さ
れ
る
中
、
国
会
で
は

気
候
非
常
事
態
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
政
府

は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
。
全
国
の
自
治
体
で
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
焼
却
を
削
減
し
、
資
源
化

を
推
進
し
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減

ら
す
取
組
を
し
て
い
る
。

今
後
、
本
市
に
お
い
て
も
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
ア
イ
デ
ア
を
市
民
に
募
る
な

ど
、
更
な
る
意
識
啓
発
や
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

本
市
で
は
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
設
置
補
助

事
業
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
等
を
行
っ
て

お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
等
の

リ
サ
イ
ク
ル
も
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
と
い
っ
た
３
R
啓
発
事
業
の

実
施
に
加
え
、
12
月
か
ら
新
た
に
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
分
別
回
収
を
開
始
し

た
。
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
啓
発
等
を
行
っ
て
い

く
。

■
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
焼
却
で
の
費

用
負
担
軽
減
に
つ
い
て

環
境
課
長

LINEの北名古屋市公式アカウント 友だち追加2次元バーコード
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東庁舎西庁舎

総務

上
野
　
雅
美
（
無
会
派
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て

市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
連
し
、
学
校

や
保
育
園
、
公
共
施
設
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
給
付
金
や
協
力
金
な
ど
、
様
々
な
情

報
を
Ｈ
Ｐ
、
広
報
、
郵
送
、
メ
ー
ル
配
信

や
防
災
行
政
無
線
等
、
様
々
な
媒
体
で
幅

広
く
情
報
発
信
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
ッ

シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を
し
た
方
が
、
よ
り

多
く
の
方
が
必
要
な
情
報
に
た
ど
り
着
け

る
の
で
は
な
い
か
。

①　

新
型
コ
ロ
ナ
の
情
報
を
掲
載
し
て
か

ら
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
数
は
ど
の
様
な
推
移
か
。

②　

公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
や
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
、
動
画
配
信
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

③　

視
覚
や
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
外

国
人
へ
の
対
応
は
。

①　

緊
急
事
態
宣
言
発
出
後
の
４
月
の
閲

覧
件
数
は
前
年
比
で
約
３
倍
、
そ
の
後
11

月
ま
で
の
閲
覧
件
数
は
２
倍
弱
増
加
し

た
。

②　

現
在
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
準
備
を
進
め
て

お
り
、
他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
は
有
効
性

や
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
今
後
検
討
し

て
い
く
。

③　

広
報
紙
に
つ
い
て
は
音
声
版
や
点
訳

版
を
作
成
し
て
対
応
し
て
い
る
。
外
国
人

の
方
に
対
し
て
は
、
Ｈ
Ｐ
の
自
動
翻
訳
機

能
を
利
用
す
る
こ
と
で
情
報
を
入
手
で
き

る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

■
小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

人
事
秘
書
課
秘
書
室
長

総務

阿
部
　
武
史
（
無
会
派
）

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

10
月
10
日
の
新
聞
記
事
に
、
本
市
の
新

庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い

た
。過

去
に
開
か
れ
た
庁
舎
検
討
委
員
会
で

東
西
二
庁
舎
の
分
庁
方
式
で
議
論
は
終
結

し
て
い
る
が
、
記
事
で
は
、
新
庁
舎
建
設

の
可
能
性
が
高
く
、
建
設
場
所
と
し
て
は

市
の
中
央
に
し
な
け
れ
ば
不
公
平
だ
と
の

市
長
の
言
葉
も
あ
り
、
建
設
が
当
然
の
よ

う
な
論
調
で
記
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
の
予
算
編
成
が
数
年
に
わ
た
り
続
く
財

政
状
況
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
新

庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
は

な
い
。
新
庁
舎
を
建
設
す
る
前
に
、
そ
れ

が
市
の
未
来
に
と
っ
て
正
し
い
こ
と
な
の

か
、
し
っ
か
り
と
議
論
を
行
う
こ
と
が
住

民
参
加
で
あ
り
、
本
来
目
指
す
べ
き
市
民

と
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
。

な
ぜ
一
度
決
断
し
た
庁
舎
問
題
を
新
た

な
庁
舎
建
設
と
し
て
推
し
進
め
る
の
か
。

ま
た
来
年
度
予
算
化
し
て
い
く
の
か
。

合
併
後
、
庁
舎
の
在
り
方
を
検
討
し
た

上
で
、
現
在
の
庁
舎
に
耐
震
工
事
を
施
し

有
効
活
用
し
て
い
る
。

建
物
は
永
久
に
使
用
で
き
な
い
た
め
、

将
来
的
に
建
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
と
い

う
こ
と
で
取
材
に
応
じ
た
が
、
現
在
は
建

設
す
る
時
期
に
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、

来
年
度
予
算
化
す
る
こ
と
も
な
い
。

市
長
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本会議場傍聴席では、感染対策として、座席間隔の確保をしています。

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通
信機器のご利用プランごとに異なります。）

※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集
し掲載しているもので、その内容は北名古屋市議会とは関
係ありません。

利用方法
１　下の2次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索し

て、アプリをダウンロードしてください。
２　インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めます

ios版 Android版

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第4回 定例会～

ご
意
見
箱 傍聴資料のおかげで

議会がわかりやすかった。

質問における
市の回答は一

部

抽象的で具体
性に欠ける。

案件によって
は難しいこと

も

理解できるが
、

できる限り努
力されたい

経費削減のためにも
市職員の会議出席者を
減らしてはどうか。
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インターネットで議会の録画中継や議案の審議結果など様々な情報が見られます

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

　是非、この機会に市民の皆様のアクセスを
お待ちしております。

※通信料等はご利用者
　負担となります。

北名古屋市議会 検 索

令和３年度市議会モニター募集
市民の皆様から議会活動及び議員活動についての意見、要望等をお聴きし、市民ニーズを反
映した議会運営を図るため、「市議会モニター」を募集します。
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「迷子の宝物（forest）」
知らない場所が、知っている場所になった。知らない君は、友達になった。
真っ暗な夜だから、月の光を一番近くに感じたよ。
迷子の僕は、迷子になったから、たくさんの宝物に出会ったよ。
いつか大人になる僕へ、どうか今日を、忘れないで。
迷ってしまったことや、失くしてしまったもの。欠けたもの、それでもそこに
あったこと。それらは今を作っているのに、いつの間にか端へいって、忘れられてしまいがちで。だ
から私はそれらの手を引いて、物語と一緒に、銅版画へ閉じ込める。そこでずっと、瞬いていられま
すように。

表紙紹介 浦山 輝子さん（名古屋芸術大学）

（作者近影）

本会議・委員会開催日（P.16定例会の予定参考）に、市役所東庁舎４階東エレベーター前で傍
聴受付を行います。
本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会議開始３０分前からとなります。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着１０名となりますのでご了承ください。
第１委員会室 本会議場
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北
名
古
屋
市
議
会
だ
よ
り

北
名
古
屋
市
議
会
だ
よ
り

発
行
／
北
名
古
屋
市
議
会
　
編
集
／
北
名
古
屋
市
議
会
広
報
委
員
会

住
所
／
〒
481-8501 愛

知
県
北
名
古
屋
市
熊
之
庄
御
榊
60

電
話
／
TEL0568-22-1111　

FAX／
0568-23-3140

vol.74（
2021. 2）

vol.74（
2021. 2）

編 集 後 記

令和３年第１回定例会の予定

≪皆様の声をお聞かせください≫
議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

新しい年が始まりました。「子どもを虐待から守るまち宣言」を決議し、昨年は「オ
レンジリボン運動」支援団体として登録されました。議会として支援団体に登録された
のは、全国初です。また、東図書館３階にある昭和日常博物館が、日本博物館協会賞を
受賞しました。それを記念して正面玄関にラッピングを施しました。インスタ映えする
写真撮影スポットにもなりますので一度お出かけになってはいかがでしょうか。
今後もより多くの方に手に取っていただけるよう、充実した紙面づくりを目指してま
いります。本年もよろしくお願いいたします。
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